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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 
１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第33期

第１四半期累計期間
第34期

第１四半期累計期間
第33期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 3,623,443 4,261,442 15,683,214

経常利益 (千円) 453,804 521,473 1,958,144

四半期(当期)純利益 (千円) 282,858 348,206 1,221,690

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 331,847 335,039 334,279

発行済株式総数 (株) 10,278,600 10,312,200 10,304,200

純資産額 (千円) 4,558,152 5,686,800 5,440,251

総資産額 (千円) 7,011,645 9,125,795 9,190,719

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 27.52 33.77 118.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 27.36 33.65 118.11

１株当たり配当額 (円) － － 16.00

自己資本比率 (％) 65.0 62.3 59.2
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は持分法適用会社がないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

　　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券報告書に記載した事業等のリス

クについての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、日銀による金融政策や政府による各種政策の継続による効果もあ

り、企業業績や雇用情勢は大きく改善が見られたものの、個人消費が依然低調に推移した結果、全体的に力強さを欠

く状況となりました。

外食業界におきましては、原材料価格の高騰や人材需給の逼迫に伴う人件費の増加、更には消費者の節約志向の高

まりや業界内の顧客獲得競争が激化の一途を辿っている等、経営環境は引続き厳しい状況にあります。

このような環境のもと、当社の当第１四半期累計期間の売上高は、4,261百万円となりました。当社の主力業態は

「や台や」業態、「や台ずし」業態、「ニパチ」業態及び「これや」業態であり、その中でも「や台ずし」業態を中

心に新規出店に努めてまいりました。

「や台ずし」業態は新規出店６店舗、業態転換１店舗を実施し、店舗数が186店舗（フランチャイズ含む）となり、

総店舗数の63.9％を占めております。新鮮な魚介類をお値打ち感の高いメニューで提供することにより、当業態の売

上高は3,001百万円となりました。「や台ずし」業態は全国的に業績が好調に推移しております。当業態は本格職人に

ぎりの新鮮な魚介類を用いたすしを低価格で食すことができ、且つ居酒屋メニューも合わせて食すことができるとい

う“寿司屋が居酒屋メニューを提供する”業態であります。良い商材を使い、お値打ち感の高い商品の提供を徹底す

ることで、お客様からのご支持を頂いたものと考えております。

また「ニパチ」業態は低価格均一価格でコストパフォーマンスの高い料理を提供する業態であります。当業態は新

規出店２店舗、及び業態転換１店舗を実施し、店舗数が74店舗となり、総店舗数の25.4％を占めております。当業態

の売上高は934百万円となりました。当業態へのニーズは常に一定程度存在するため、地方都市においては堅調に推移

いたしました。

また、串カツ居酒屋である「これや」は業態は店舗数が19店舗となり、総店舗数の6.5％を占めております。前事業

年度より既存店の業態転換を中心に出店を実施し、収益改善を順調に進めております。当業態の売上高は185百万円と

なりました。

以上の結果、店舗数につきましては、新規出店８店舗、業態転換２店舗を実施し、当第１四半期会計期間末の店舗

数は291店舗（フランチャイズ含む）となりました。また、当第１四半期累計期間における売上高は4,261百万円(前年

比17.6％増)、営業利益は461百万円(同18.8％増)、経常利益は521百万円(同14.9％増)となり、四半期純利益は348百

万円(同23.1％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は9,125百万円、負債は3,438百万円、純資産は5,686百万円であり、自己

資本比率は62.3％となりました。

　

（流動資産）

流動資産につきましては前事業年度末に比べ131百万円減少し、5,955百万円となりました。これは主に未収入金

が73百万円減少したことによるものであります。

　

（固定資産）

固定資産につきましては前事業年度末に比べ67百万円増加し、3,170百万円となりました。これは主に建物が86百

万円増加したことによるものであります。

　

（流動負債）

流動負債につきましては前事業年度末に比べ296百万円減少し、2,722百万円となりました。これは主に未払法人

税等が293百万円減少したことによるものであります。

　

（固定負債）

固定負債につきましては前事業年度末に比べ15百万円減少し、716百万円となりました。これは主に長期借入金が

16百万円減少したことによるものであります。

　

（純資産）

純資産につきましては前事業年度末に比べ246百万円増加し、5,686百万円となりました。これは主に利益剰余金

が245百万円増加したことによるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　　　当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　　　該当事項はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 10,312,200 10,312,200

東京証券取引所
(市場第一部)

名古屋証券取引所
(市場第一部)

当社の単元株式数は
100株であります。

計 10,312,200 10,312,200 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日　

8,000 10,312,200 760 335,039 760 363,144
 

（注）新株予約券の権利行使による増加であります。

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
200

完全議決権株式(その他)
普通株式

103,105 (注)１
10,310,500

単元未満株式 1,500 ― (注)２

発行済株式総数 10,312,200 ― ―

総株主の議決権 ― 103,105 ―
 

　(注)１　権利内容に何ら制限のない当社における標準となる株式であります。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式61株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ヨシックス 名古屋市東区徳川町502番地 200 ― 200 0.0

計 ― 200 ― 200 0.0
 

 

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 
１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成30年４月１日から平成30年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,605,442 5,569,138

  売掛金 149,991 123,540

  完成工事未収入金 1,108 5,123

  たな卸資産 137,125 138,168

  その他 193,671 119,423

  流動資産合計 6,087,339 5,955,393

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,797,024 1,883,111

   その他 533,240 527,645

   有形固定資産合計 2,330,264 2,410,757

  無形固定資産 6,034 5,832

  投資その他の資産 ※1  767,081 ※1  753,812

  固定資産合計 3,103,380 3,170,401

 資産合計 9,190,719 9,125,795

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  966,204 ※2  988,145

  1年内返済予定の長期借入金 92,553 85,056

  未払金 733,953 747,316

  未払法人税等 504,551 211,205

  その他 ※2  721,605 ※2  691,076

  流動負債合計 3,018,867 2,722,800

 固定負債   

  長期借入金 106,227 89,976

  役員退職慰労引当金 351,837 358,179

  その他 273,536 268,039

  固定負債合計 731,600 716,194

 負債合計 3,750,468 3,438,995

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 334,279 335,039

  資本剰余金 362,384 363,144

  利益剰余金 4,742,445 4,987,612

  自己株式 △515 △515

  株主資本合計 5,438,592 5,685,279

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1,658 1,520

  評価・換算差額等合計 1,658 1,520

 純資産合計 5,440,251 5,686,800

負債純資産合計 9,190,719 9,125,795
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 3,623,443 4,261,442

売上原価 1,168,514 1,361,017

売上総利益 2,454,929 2,900,425

販売費及び一般管理費 2,066,642 2,439,174

営業利益 388,286 461,251

営業外収益   

 協賛金収入 63,624 56,955

 その他 1,962 3,302

 営業外収益合計 65,587 60,257

営業外費用   

 支払利息 69 35

 営業外費用合計 69 35

経常利益 453,804 521,473

特別利益   

 受取補償金 － 32,565

 特別利益合計 － 32,565

特別損失   

 固定資産除却損 282 －

 特別損失合計 282 －

税引前四半期純利益 453,521 554,038

法人税、住民税及び事業税 164,031 186,735

法人税等調整額 6,632 19,096

法人税等合計 170,663 205,832

四半期純利益 282,858 348,206
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【注記事項】

　　(追加情報)

　　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28 号 平成30 年２月16 日）等を当第１四半期会

計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。　

 
(四半期貸借対照表関係)

※1　 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

投資その他の資産 135千円 135千円
 

　

※2　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満

期日に決済が行われたものとして処理しております。当第１四半期会計期間末日満期手形の金額は次のとおりであ

ります。

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

支払手形 357千円 784千円

その他（設備支払手形） 18,199千円 20,253千円
 

　　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日)

減価償却費 81,649千円 90,275千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年
６月27日

定時株主総会
普通株式 51,387 5.00

平成29年
３月31日

平成29年
６月28日

利益剰余金

 

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年
６月26日

定時株主総会
普通株式 103,039 10.00

平成30年
３月31日

平成30年
６月27日

利益剰余金

 

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、飲食事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

(1)　１株当たり四半期純利益金額 27円 52銭 33円 77銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 282,858 348,206

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 282,858 348,206

普通株式の期中平均株式数(株) 10,277,637 10,309,993

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 27円 36銭 33円 65銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 60,739 35,715

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成30年８月13日

株式会社ヨシックス

　取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 豊　　田　　裕　　一 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 川　　口　　真　　樹 ㊞

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨシッ

クスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第34期事業年度の第１四半期会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨシックスの平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

 

　以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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